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Research Category Grant-in-Aid for Encouragement of Scientists
Allocation Type Single-year Grants
Research Field ⼯学Ⅰ(機械系)
Research Institution Kanazawa University
Principal Investigator 菊地 遵⼀   ⾦沢⼤学, 理⼯研究域, 技術専⾨員
Project Period (FY) 2014-04-01 – 2015-03-31
Project Status Completed (Fiscal Year 2014)
Budget Amount *help ¥600,000 (Direct Cost: ¥600,000)
Fiscal Year 2014: ¥600,000 (Direct Cost: ¥600,000)
Keywords ⾷品結索 / ⽔中結索
Outline of Annual Research
Achievements
1. 研究⽬的 
結び⽬経路を形成した割型に, 紐を挿⼊して結び⽬を得る⽅法を⽤いた結索技術の開発を, 2010年から⾏っている. これまで結索対象は紐やロープが主であった
が, 本研究においては結索対象を⾷品(麺, 蒟蒻, パスタ)として結索技術及び装置の開発を⾏った. 
2. 研究⽅法 
1)紐やロープの場合, ⻑さの⾃由度は⾮常に⼤きいが, ⾷品の場合は最⼤でも数⼗センチと⼩さい. このため割型に形成する経路の⻑さを極⼒短くした, 「⽟結
び」経路を持つ割型の設計製作を⾏った. 
2)製作した割型への紐導⼊実験の後, この割型を搭載した⾃動結索装置の設計製作を⾏った. 装置においては, 装置の駆動・制御をエアーシリンダー・PLCで⾏
い, ⼤気中及び⽔中での結索を可能とし, ⽔中での吸引はイジェクター及びギヤポンプで⾏う設計とした. また光センサーを登載し, 結び⽬位置の制御を可能とし
た. 






製作装置の動作は良好であり, 結索条件の調整により殆どの⾷品が結索可能であった. 結び⽬位置の制御においては, 光センサー位置を変更することで制御可能
であることが確認された. ⽔中結索では, ギヤポンプの吸引⼒が⾼すぎることと, 制御レスポンスが悪いこととで, ⾷品を破断させてしまう場合が⾒られた. また,
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